
令和５年度 宮城県鹿島台商業高等学校

学校評価結果 － 自己評価・学校関係者評価 －

Ⅰ 実施状況

１ 自己評価（１２月）

評価者の区分 対象・期間・方法

教職員（自己評価） ＜対象＞ 教職員（教員・事務職員・常勤講師・非常勤講師）

※ ＳＣ・ＳＳＷ、育休職員等除く。

＜期間＞ 令和５年１１月２８日（火）～１２月８日（金）

＜方法＞ 校務支援システム「アンケート」

※ 全２２項目・４段階評価（うち４項目は教職員独
自質問）

※ 次年度の重点課題に係る選択式質問（１問）
※ 自由記述欄

生徒（外部アンケート） ＜対象＞ 全学年

＜期間＞ 令和５年１２月１日（金） ※ 当日欠席者は後日

＜方法＞ Ｗｅｂ（Microsoft forms）

※ 全２２項目・４段階評価（うち４項目は生徒独自
質問）

※ 自由記述欄

保護者（外部アンケート） ＜対象＞ 全学年（兄弟姉妹がいる場合は、１回の回答）

＜期間＞ 令和５年１１月２８日（火）～１２月８日（金）

＜方法＞ Ｗｅｂ（Microsoft forms）または調査票

※ 全２１項目・４段階評価（うち３項目は保護者独
自質問）

※ 自由記述欄

※ 回答率

対象人数 回答数 無回答 回答率 備 考

教職員 ４４ ４４ ０ １００

生 徒 ８１ ７９ ２ ９７．５

保護者 ７６ ７２ ４ ９４．７ 兄弟等在籍５、Web３１・調査票４１

２ 学校関係者評価（２月）

評価者 対象・期間・方法

＜実施日＞ 令和６年２月７日（水） ※ 第２回学校評議員会
学校評議員

＜方法＞ 自己評価の集計・分析結果に係る協議（意見交換等）
※ ４領域９項目・「自己評価の適切さ」及び「改善策の
適切さ」の観点から４段階評価



Ⅱ 自己評価（分析・考察） ※ 集計結果等は資料末尾参照。

１ 全体的傾向

（１）自己評価（教職員）

○前年度と比べて肯定的評価（１＋２：％）が増加した項目は、２０項目であった（２２項目中）。
○肯定的評価が８０％を超えた項目は、２０項目であった。
○１０ポイント以上増加した項目は５項目であった、
※ １ スクールミッションやスクールポリシーに基づいた教育課程、６ 活発な部活動、

９ 地域の伝統に根ざした特色ある学校づくり、１６ 学習評価に関する規程の周知、
１９ 学習内容の理解に向けた授業づくり、２０ 学校やクラスの様子の連絡

○肯定的評価が８０％を下回った項目は２項目であった。
※ ６ 活発な部活動、７ 活発な生徒会活動

○１０ポイント以上減少した項目はなかった。
○次年度に向けた重点課題で最も高かったのは「指導と評価の一体化（観点別評価）」で、次いで
「学び直し（基礎力向上）」「総合的な探究の時間・教科横断的学習」と続いた。

○自由記述の内容は、主に次年度に向けた重点課題に関するものであった（６名）。
〔内容〕
・３観点を踏まえた定期考査問題の作成（配点）と適切な成績処理
・観点別評価の着実な取組（評価に関する基準・ツールの統一、打合せと情報共有等）
・互見授業や授業に関する活発な意見交換
・全ての授業で生徒による発表活動に取り組んだり、生徒が自ら考え、創意工夫したりする学
習に取り組めるしかけづくり。

・育てたい生徒像の確認と各教科における学習計画（探究活動や検定取得等含む）の点検・見
直し。

（２）外部アンケート（生徒）

○前年度と比べて肯定的評価（１＋２：％）が増加した項目は、７項目であった（２２項目中）。
○肯定的評価が８０％を超えた項目は、１２項目であった。
○１０ポイント以上増加した項目は２項目であった、
※ １ スクールミッションやスクールポリシーに基づいた教育課程、２０ 校訓の認知度

○肯定的評価が８０％を下回った項目は１０項目であった。
※ ２ 学ぶ意欲の向上と学力を身に付けられる授業、６ 活発な部活動、

７ 活発な生徒会活動、８ 有意義な学校行事、９ 地域や伝統に根ざした学校づくり、
１１ 学校便りなどによる情報公開、１２ 施設・設備の整備、１４ 充実した学校生活、
２０ 校訓の認知度、２１ 学習の雰囲気

○１０ポイント以上減少した項目は５項目であった。
※ ３ 基本的生活習慣の指導、４ 進路目標の明確化に向けた指導、

１１ 学校便りなどによる情報公開、１６ 学習評価に関する規程の周知、
２１ 学習の雰囲気

○自由記述では、要望事項として下記の内容が見られた（４名）。
〔内容〕
・校内におけるスマートフォンの利用（利用規則）について
・定期考査の出題内容の妥当性と事後対応について
・本アンケートの質問項目数について

（３）外部アンケート（保護者）

○前年度と比べて肯定的評価（１＋２：％）が増加した項目は、１６項目であった（２１項目中）。
○肯定的評価が８０％を超えた項目は、１７項目であった。
○１０ポイント以上増加した項目は５項目であった、
※ １ スクールミッションやスクールポリシーに基づいた教育課程、８ 有意義な学校行事、

１１ 学校便りなどによる情報公開、１３ いじめ問題への対応、
１８ 生徒や保護者の意見・要望を聞く機会

○肯定的評価が８０％を下回った項目は４項目であった。
※ ６ 活発な部活動、１２ 施設・設備の整備、１３ いじめ問題への対応、

２０ ＰＴＡ活動への関心
○１０ポイント以上減少した項目は１項目であった。
※ ７ 活発な生徒会活動

○自由記述では、要望事項として下記の内容が見られた（８名）。また、学習活動や生活指導に関
する謝意も見られた（４名）。
〔内容〕
・在校中に電車が臨時運休となった場合の学校待機について
・文化祭の保護者用駐車場の確保について
・帰宅時間が遅くなる場合の家庭への連絡について
・資格取得に向けた指導や申込み手続き（納金）に係る対応
・廃部となった部活動の再開
・少人数の利点を活かした行事等の運営、生徒と教職員の積極的な活動
・本アンケートの選択肢について（「わからない」の設定）



２ 各項目の考察 ※ 集計結果等は資料末尾参照。

（１）共通項目 ※ 【 】は質問項目Ｎｏ

【１】スクールミッションやスクールポリシーに基づいた教育課程の実践

○自己評価（教職員）における肯定的評価は、前年度と比べて１３．８ポイント増加した。また、
外部アンケートの生徒と比較すると１６．５ポイント高く、保護者との比較では６．９ポイント
高かった。外部アンケートの生徒では前年度と比べて２０．５ポイント増加、保護者では３１．
２ポイント増加した。

○スクールミッションやスクールポリシーの内容は教育目標を基本としており、学習指導をはじめ
とする各教育活動の実践に当たっては、それらとのつながりを十分に考慮しながら対応を進めて
きた。また、大崎地区唯一の商業高校として、地域協働を軸に置いた「魅力ある学校づくり」を
推進し、カリキュラム・マネジメントに取り組んできた。引き続き、本校が地域社会で果たすべ
き役割について教職員間の共通理解を図り、生徒や保護者から信頼される学校運営に当たってい
きたい。
なお、スクールミッションやスクールポリシーはホームページに掲載し、広く周知している。

【２】学ぶ意欲を引き出し、学力を身に付けられる授業の実践

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて９．３ポイント増加した。また、外部アンケー
トの生徒と比較すると１５．８ポイント高く、保護者との比較では１２．２ポイント高かった。
外部アンケートの生徒では前年度と比べて９．２ポイント減少、保護者では４．０ポイント減少
した。

○多くの教員が開かれた授業運営（互見授業）に努め、意見交換をするなど相互研鑽に努めた結果
と思われる。また、授業公開週間や研究授業の実施も高い水準の維持に影響したものと考えられ
る。しかし、外部アンケートの生徒では前年度に比べて減少していることから、今後も不断の授
業改善・工夫が求められる。学年別に見ると、１学年の肯定的評価は１００％であるのに対し、
２学年は６３．０％、３学年は６６．７％であった。引き続き「授業評価アンケート」を効果
的に活用し、「主体的・対話的な学び」や「個別最適な学び」の実現に向けて授業改善に努める
必要がある。

○１学年「数学入門」（１単位）や放課後学習（学習サポーター）等の基礎学力向上に向けた取組
は他校からも注目され、青森県立十和田工業高等学校（数学科）が視察来校した。

○各教科の授業において、上記の内容に取り組むとともに、各学年で実施している朝学習や放課後
学習を継続し、学ぶ楽しさを味わわせ、わかる喜びやできる自信をもたせることができるよう努
めていく。

【３】基本的生活習慣の指導の充実

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて４．７ポイント増加した。また、外部アンケー
トの生徒と比較すると９．９ポイント高く、保護者との比較では２．２ポイント低かった。外部
アンケートの生徒では前年度と比べて１０．４ポイント減少、保護者では１．３ポイント減少し
た。

○日頃からＴＰＯに応じた挨拶・言葉遣い、制服の着こなし等について指導してきた。また、年度
始めや衣替えの時期には、登校時に服装等の一斉指導を行ったり、交通指導（通学マナーの指導）
等に取り組んできた。長期休業前には全校集会や各ホームルームで生活全般に関する指導を行う
とともに、長期休業明けには生徒の状況を観察し、必要に応じて個人面談をするなどしてきた。

○校外で問題が発生した場合は、生徒指導部の教員が現場に赴き、個別指導や巡回を行ったり、事
後に情報共有し全校への指導を行ったりした。また、重大な事故・事件につながる恐れがある
事案が発覚した場合は、状況に応じて警察等の関係機関にすみやかに情報提供し、生徒の安全確
保に努めてきた。

○外部アンケートの生徒・保護者とも肯定的評価が８０％超え、高い水準にあることから、学校が
求める生徒像やその具現化に向けた生活指導について一定の理解が得られているものと考えられ
る。引き続き、全教職員による細やかな支援・指導に取り組み、生徒の健全育成に努めていく。

【４】進路目標の明確化に向けた指導

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて８．１ポイント増加した。また、外部アンケー
トの生徒と比較すると１４．２ポイント高く、保護者との比較では７．４ポイント高かった。外
部アンケートの生徒では前年度と比べて１０．３ポイント減少、保護者では４．４ポイント増加
した。

○外部アンケートの生徒について、学年別に見ると３学年で肯定的回答が低い傾向を示した。これ
は、アンケート実施の１２月時点で４名が進路決定していなかったことが影響したものと考えら
れ考えられる。また、２学年については、就業体験実習（インターンシップ）を７月に実施した
ものの、本格的な進路学習は１月以降に実施していることから、進路に対する漠然とした不安が
あったものと推察される。
なお、３年生の就職指導等については、就職支援担当教員による個別面談や夏季休業期間中の実
践的内容の指導、全教員による面接指導を行っている。

○「未来セミナー」や「就業体験実習」、「ものづくり企業見学会」、「反貧困学習」等の各活動の
充実を図るとともに、職業理解を深めたり、よりよい生き方在り方について考えたりする場面を



多くもたせ、キャリア教育の推進を図ってきた。また、本年度は新たな活動として、「おおさき
産業フェア」への参加を実施した（１・２学年対象）。

○進路指導部と各学年の緊密な連携のもと、引き続き特別活動（ホームルーム活動や学校行事）や
「総合的な探究の時間」を要とした系統立てた進路学習を実践し、生徒に将来の見通しをもたせ
られるよう支援・指導に努めたい。

【５】教育相談体制の整備・充実（ＳＣ・ＳＳＷの活用）

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて４．７ポイント増加した。また、外部アンケー
トの生徒と比較すると１１．７ポイント高く、保護者との比較では９．１ポイント高かった。外
部アンケートの生徒では前年度と比べて０．９ポイント増加、保護者では１．４ポイント増加し
た。

○自己評価及び外部アンケートともに肯定的評価は高い水準にある。本年度は、外部専門家である
スクールカウンセラー（ＳＣ）とスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の２名を配置しており、
カウンセリング等の教育相談が実効的に機能しているものと考えられる。

○「保健だより」や「カウンセラーだより」を定期的に発行し、ＳＣやＳＳＷの勤務日を生徒・保
護者に伝えている。また、担任や学年主任等が、生活上の課題や生きづらさを抱えている生徒に
対して、ＳＣやＳＳＷへの相談を積極的に促していることも高評価につながったものと考えられ
る。

【６】活発な部活動

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて１５．７ポイント増加した。また、外部アンケ
ートの生徒と比較すると１８．８ポイント低く、保護者との比較では１２．４ポイント低かった。
外部アンケートの生徒では前年度と比べて１５．１ポイント増加、保護者では６．３ポイント増
加した。

○生徒数の減少により、特に運動部については恒常的な部員不足の状況にあるため、個人競技以外
で学校単独で大会に参加できる部は少ない。そのような中でも、サッカー部では同様の状況にあ
る他の高校と合同練習を行ったり、合同チームとして各種大会に参加したりするなどしてきた。

○次年度以降も入学生の動向や活動実績、教職員や在校生の意見等を踏まえながら、休部や廃部も
視野に入れた持続可能な部活動の在り方について検討を進める必要があると考えられる。
※ 令和５年度部活動数 運動部：８部、文化部：５部、ボランティア（随時活動）

【７】活発な生徒会活動（※ 委員会活動含む）

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて８．２ポイント増加した。また、外部アンケー
トの生徒と比較すると２．５ポイント低く、保護者との比較では６．１ポイント低かった。外部
アンケートの生徒では前年度と比べて６．９ポイント増加、保護者では１４．４ポイント減少し
た。

○学校行事等の企画・運営については、生徒会執行部（生徒会役員）を中心に取り組ませているが、
各種委員会についても積極的に行事運営に参画するよう指導している。

○図書委員会の「読み聞かせボランティア」については、コロナ禍により前年度まで実施回数を制
限してきたが、５類移行に伴い本年度は６回実施することができた。

○校内外のボランティア活動としては、広長地域環境保全隊（かしまだいシナイモツゴ郷の米つく
りの会）の協力のもと保健委員会が中心となって取り組んだ「校内花壇植栽活動」、大崎市鹿島
台子ども育成連合会が主催した「キッズフェスティバル鹿島台」における「おしごとたいけんコ
ーナー」の企画参加や「お化け屋敷」のボランティアに取り組んだ。

○生徒数が減少している状況にあるが、より多くの生徒が活躍できる場を設けるとともに、自己肯
定感や自己有用感をもたせることができるよう支援・指導に取り組んでいきたい。また、１８歳
成人となったことから、機をとらえて主権者としての意識を高め、社会人として求められる資質
・能力の育成に努めていきたい。

【８】有意義な学校行事の実施

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて９．３ポイント増加した。また、外部アンケー
トの生徒と比較すると１８．３ポイント高く、保護者との比較では１．１ポイント高かった。外
部アンケートの生徒では前年度と比べて８．１ポイント増加、保護者では１８．３ポイント増加
した。

○コロナ禍の影響により、前年度まで全校体制で実施する入学式や卒業式等の儀式的行事、体育祭
や文化祭等の体育的・文化的行事について、規模縮小や実施形態を工夫するなどして実施してき
た。特に生徒の肯定的評価が高まったのは、従前の形態による学校行事の実施や新規の取組等に
挑戦できたことが影響しているものと考えられる。

○生徒数が減少している状況にあることから、本校単独の実施が困難な場合は、近隣の高校との合
同実施等も視野に入れながら、行事の企画・運営を検討していく必要性もあると考えられる。

【９】地域や伝統に根ざした特色ある学校づくり

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて１２．６ポイント増加した。また、外部アンケ
ートの生徒と比較すると１５．７ポイント高く、保護者との比較では２．３ポイント高かった。



外部アンケートの生徒では前年度と比べて３．１ポイント減少、保護者では４．４ポイント増加
した。

○商業科目や「総合的な探究の時間」を要とした地域協働による活動を推進してきた。商業科目の
２学年「マーケティング」では、前年度に検討した(株)ウェルファムフーズのブランド鶏肉「森
林どり」の知名度向上プランの実現に向けてＳＮＳ動画の制作・配信に取り組むとともに、鹿島
台総合支所の協力のもと、秋の互市における「森林どり」の販売実習に取り組んだ。また、３学
年「地域ビジネスプランニング」では、ＪＲ東日本とタイアップして「駅からハイキング」を
実施し、地域の名所を案内した。本活動に当たっては、鹿島台歴史研究会のボランティアガイ
ドによる事前学習会を実施の上展開した。

○「総合的な探究の時間」については、１学年で８月より「大崎リボーンプロジェクト」を展開し
た。本活動では、大崎市を明るく活気のある地域にするために、ＳＤＧｓの観点を踏まえ、大崎
の現状を調べたり、課題解決に向けた仮説を考えたりするなどしてきた。また、アンケート調査
の実施と分析・まとめ、発表等の探究の過程を踏みながら活動を進めてきた。本年度は全８テー
マのグループ別学習を展開した。２学年では、前年度に市長に提案した「大崎耕土ウルトラ作
戦！！」を発展させ、大崎市の協力のもと「ＧＩＡＨＳツーリズム研修・後継者育成プログラム」
のツアーガイドに取り組んだ。

○この他、鹿島台歴史研究会の協力のもと、１・２学年「地域学習」を実施し、鹿島台地区の歴史
を学ぶ機会を設け、地域理解を深め、次年度以降の活動につなげるためのきっかけづくりをした。

○各活動においては、当初の目標を十分に達成する成果が見られたが、教科横断的学習の視点や学
年段階に応じた各活動のつながりの工夫など、さらに改善できる面もあると思われる。次年度も
これまでの実績や地域との互恵的関係を大切にしながら、魅力溢れる学校となるよう運営に努め
ていきたい。

○この他、地域に根ざした学校づくりや本校における指導体制の構築等に資するため、商業科目や
「総合的な探究の時間」を要とした地域協働教育を実践している先進校を視察した（山形県立酒
田光陵高等学校・新庄南高等学校、９月実施）。また、中学生に対して本校の教育や商業の学習
を身近に感じてもらう機会として、オープンスクールを２回実施し、うち１回を文化祭との同時
開催とした。さらに、大郷町立大郷中学校に商業科教員を派遣し、中学生の進路学習も兼ねた出
前授業を行ったり、美里町立南郷中学校に本校３年生を２名派遣し、同校の職場体験実習の事前
指導（ビジネスマナー講座）を行ったりした。

【１０】災害・非常時の避難・連絡方法等の周知

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて８．１ポイント増加した。また、外部アンケー
トの生徒と比較すると９．１ポイント高く、保護者との比較では、７．４ポイント高かった。外
部アンケートの生徒では前年度と比べて５．２ポイント減少、保護者では２．９ポイント増加し
た。

○本年度は年２回（６月・１１月）の避難訓練（地震・火災想定）を実施した。各訓練の実施に当
たっては、朝学習の時間を有効に活用し、有事の際の避難行動等に係る事前学習を行った。訓練
では、水消火器による模擬消火訓練や一斉メールを活用した安否確認訓練、引渡しに係る指導を
実施した。外部アンケートの生徒で肯定的評価が低下したが、次年度以降も各訓練が形骸化する
ことのないよう自然災害や火事等の二次災害の恐ろしさを実感し、各訓練の意義を十分に認識で
きるよう工夫・改善に努めていく。

○この他、関連の取組として、全教職員による安全点検（毎月始め）や不審者（不審車両）侵入時
の対応マニュアルの策定やバリケードの設置、生徒昇降口の一部閉鎖、各教室への防犯ブザーの
設置等を行ってきた。

○その他、悪天候に関するＪＲ運行情報や不審者・脅迫メール等の情報については、一斉メール等
を通じて生徒・保護者に随時発信している。また、悪天候により帰宅困難となった生徒がいる場
合は、学校待機の措置を講じるなどして、生徒の安全確保に努めてきた。

【１１】学校だより等による情報公開

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて１．１ポイント増加した。また、外部アンケー
トの生徒と比較すると１８．０ポイント高く、保護者との比較では３．３ポイント高かった。外
部アンケートの生徒では前年度と比べて１４．１ポイント減少、保護者では１２．７ポイント増
加した。

○「鹿商高通信」を発行し（月１回）、生徒（保護者）の他、鹿島台行政区やＪＲ鹿島台駅等の地
域の関係機関に回覧・配付等をしている。また、教育事務所（北部・仙台・東部の３所）を通じ
て、各管内の中学校に配付している（仙台・東部については在校生の入学実績による）。合わせ
て、ホームページの内容も随時更新しタイムリーな情報発信に努めてきた。次年度以降も在校生
や保護者にとどまらず、地域社会に広く本校の魅力を伝えていきたい。

○この他、在校生による出身中学校の訪問（近況報告）を通じて、スクールガイド（学校案内パン
フレット）の配付やオープンスクールの案内等を行ったり、新聞や広報誌にも積極的に教育活動
に係る情報を提供し、取材を依頼したりするなどした。また、オープンスクールを２回実施し、
４年ぶりに文化祭を一般公開したりするなど、開かれた学校づくりに努めてきた。

【１２】施設・設備の整備

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて９．４ポイント増加した。また、外部アンケー
トの生徒と比較すると１２．２ポイント高く、保護者との比較では４．０ポイント高かった。外
部アンケートの生徒では前年度と比べて４．５ポイント減少、保護者では２．５ポイント減少し
た。



○経年劣化の進行により、不具合の発生率が高くなってきているが、生徒の安全確保を最優先に維
持管理を行っている。外部アンケートの生徒の結果では、学年によって状況の受け止め方に違い
が見られるものの、全体的には施設・設備の維持管理状況については概ね理解を得ているものと
捉える。次年度以降も生徒が安心して過ごすことができる環境づくりに努めていきたい。

【１３】いじめ問題への対応

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて３．４ポイント増加した。また、外部アンケー
トの生徒と比較すると７．０ポイント高く、保護者との比較では１５．３ポイント高かった。外
部アンケートの生徒では前年度と比べて０．３ポイント減少、保護者では１３．６ポイント増加
した。

○「学校いじめ防止基本方針」基づき、教職員による観察や定期的に実施している「学校生活アン
ケート」等による早期発見・早期対応に努めるとともに、ホームルーム活動等を通して、いじめ
の未然防止に向けた指導に取り組んできた。
※ 学校生活アンケートは、本年度よりＷｅｂフォームによる回答方法とした（簡易８回、詳細
４回実施）。

○いじめ（疑いを含む）を認知した場合は、生徒指導部を中心とした関係生徒への対応、管理職や
担任との情報共有を行い、組織的対応を進めることができるよう体制を整備している。具体の対
応は「いじめ問題検討委員会（生徒指導部所管）」を中心に進めているが、「教育相談委員会」
における関連情報も参考にして、いじめ等の問題行動について一面的にとらえることなく関係生
徒の家庭環境や生活状況（長期欠席・不登校含む）等の背景も踏まえて状況を把握するよう努め
てきた。

○今後も教職員はもちろんのこと、スクールカウンセラー（ＳＣ）やスクールソーシャルワーカー
（ＳＳＷ）との連携も踏まえ、より実効的な生徒指導体制となるよう情報連携と行動連携に努め
ていきたい。

【１４】充実した学校生活（総合満足度）

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて８．０ポイント増加した。また、外部アンケー
トの生徒と比較すると１９．２ポイント高く、保護者との比較では１．９ポイント高かった。外
部アンケートの生徒では前年度と比べて５．４ポイント減少、保護者では９．９ポイント増加し
た。

○わかる喜びやできる自信をもたせるための個に応じたきめ細かな学習指導（資格取得・放課後学
習含む）、自己肯定感を高められるような生活指導や特別活動の工夫等に取り組んでいるところ
であるが、部活動において生徒の興味・関心や中学校までの経験を十分に活かすことができない
状況が、生徒の肯定的評価の低下につながったものと考えられる。部活動については、在籍生徒
数や指導者の配置、施設・設備の問題などの課題があることから早急な改善は難しいが、持続可
能な体制整備を重点とし、ボランティア活動や地域貢献活動など、生徒が活躍できる場をより多
くもたせていきたい。

【１５】資格取得に向けた指導の充実

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて４．７ポイント増加した。また、外部アンケー
トの生徒と比較すると２．１ポイント低く、保護者との比較では１０．４ポイント低かった。外
部アンケートの生徒では前年度と比べて７．７ポイント減少、保護者では４．３ポイント増加し
た。

○外部アンケートの生徒で肯定的評価が減少しているが、特に２学年における減少が大きい。各生
徒の選択科目により、資格取得に向けた課外講習等を受ける機会が変化したことが影響したもの
と考えられる。

○本校で取得を推奨している資格検定は、主に商業の各分野に関するものであるが、教科によって
教科横断的な視点で資格取得につながる知識・技能（技術）の育成を目指す取組もしている。

○国語科が主体となって漢字検定の受検を積極的に働きかけ、本校を会場として多くの生徒を受検
させることができた。

○各種検定等の資格は生徒の学習目標となったり、合格した際に味わうことのできる達成感は向上
心を喚起し、次の学びに向けた自信にもつながる。引き続き、様々な関わりから基礎学力の向上
を図るとともに、課外講習等を適切に実施し、個に応じた指導を充実させていきたい。

【１６】学習評価に関する規程の周知

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて１２．８ポイント増加した。また、外部アンケ
ートの生徒と比較すると１２．０ポイント高く、保護者との比較では２．４ポイント高かった。
外部アンケートの生徒では前年度と比べて１０．３ポイント減少、保護者では４．４ポイント増
加した。

○年度始めの授業で「シラバス」を活用して評価規定を説明し、「指導と評価の一体化」を目指し
た授業運営（観点別評価）に努めてきたところであるが、２・３学年で肯定的評価が低い傾向が
見られた。今後も前述の取組を継続するとともに、定期考査前等の節目に改めて周知するなどし
ていきたい。
なお、各科目の履修（欠課時数）や成績（欠点）に課題が見られる生徒については、状況に応じ
て保護者同席のもと改めて評価規定の説明・確認を行っているが、今後も丁寧な対応を進めてい
きたい。



【１７】進路情報の適切な伝達

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて６．９ポイント増加した。また、外部アンケー
トの生徒と比較すると１６．５ポイント高く、保護者との比較では９．７ポイント高かった。外
部アンケートの生徒では前年度と比べて９．１ポイント減少、保護者では３．０ポイント増加し
た。

○本年度は「進路だより」の発行回数を増やし、保護者面談等における活用を促すなど、情報提供
に努めてきた。また、２・３学年の保護者を対象に実施した「保護者進路説明会」も出席率が良
好だったことから、保護者の肯定的評価が高くなったと考えられる。一方、生徒の状況を学年別
に見ると、３学年では肯定的評価が高い水準にあるが、２学年では否定的評価が他学年と比べて
高い傾向にあり、生徒のニーズに応じた情報提供が十分ではなかったと推察される。個人面談や
保護者面談だけではなく、生徒一人ひとりのニーズに応じた有益な情報を提供できるよう、進路
指導室の有効活用についても積極的に指導していきたい。

【１８】生徒や保護者の意見を聴取する機会

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて２．２ポイント減少した。また、外部アンケー
トの生徒と比較すると６．１ポイント高く、保護者との比較では３．４ポイント高かった。外部
アンケートの生徒では前年度と比べて２．８ポイント減少、保護者では１１．４ポイント増加し
た。

○これまでも、日頃から担任を中心とした生徒のきめ細かな観察や面談等に努めてきたところであ
るが、より丁寧な対応を進めていきたい。また、保護者に対しては、７月の保護者面談（三者面
談）を中心に生徒の家庭生活の様子や養育に係る不安や悩みを聴いたり、相談に応じたりしてい
る。この他、全校生徒を対象とした「校長面談」の実施や年間を通じた教育相談体制（ＳＣ・Ｓ
ＳＷ）の充実に努めていることろである。引き続き、教職員と生徒の信頼関係を大切にしながら、
生徒の健全育成を目指して保護者（家庭）との緊密な連携を図っていきたい。

（２）独自項目 ※ 【 】は質問項目Ｎｏ

① 教職員

【１９】学習理解を深めるための授業改善

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて１６．２ポイント増加した。
○多くの教科で、チームティーチング等によるきめ細かな指導や生徒のニーズに応じた個別指導な
どに取り組んできたためと考えられる。また、ＩＣＴの活用に長けている教員が研究授業をする
ことで他の教員の参考となり、全体的なＩＣＴ活用能力が向上したことも要因として考えられる。
また、新学習指導要領に基づく観点別評価の導入から２年を経過し、「指導と評価の一体化」の
視野に入れながら授業改善に取り組んできた結果と考えられる。

○引き続き各教科の特性に応じて、「生徒」を主語においた教材研究や指導方法の工夫・改善に取
り組み、一人ひとりの生徒が主体的に学習に臨むことができるようにしたい。また、各教科の担
当者間で、育成を目指す資質・能力や適切な観点別評価の在り方（評価ツールや評価計画等）を
改めて確認するなどして共通理解を図っていきたい。

【２０】学校全体やクラスの様子に係る情報の適切な伝達（生徒・保護者等）

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて１５．０ポイント増加した。
○各学年においては、日頃から担任を中心に生徒の生活状況（欠席・学習成績）等に応じて、保護
者に随時連絡している。また、学校だよりの発行や新聞等の報道記事により、保護者等に対して
本校の教育活動を広く伝えることができているものと考えられる。

○ホームルーム等における情報伝達の手段としてデジタルツールを積極的に活用したり、丁寧な説
明を繰り返したりするなどの工夫も肯定的評価の向上につながったものと考えられる。

【２１】目指す教師像の実現

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて１．２ポイント減少した。
○教職員一人ひとりが高い自覚のもと、生徒にとって身近な大人（ロールモデル）として、職務に
当たっているものと考えられる。また、月１回のコンプライアンスチェック（アンケート調査）
を実施し、日頃から自己点検と相互牽制に取り組めているものと思われる。引き続き、生徒にと
って「なりたい大人」に相応しい教師像を目指して、教育活動に当たっていきたい。

【２２】学習指導や特別活動等の教育活動への積極的な取組

○自己評価における肯定的評価は、前年度と比べて５．９ポイント増加した。
○各分掌部や各教科をはじめ、各学年においても、学習のねらいや各活動のめあて等を達成できる
よう不断の見直し・改善を図りながら、職務に当たっているものと考えられる。また、日常の生
活指導においても細やかな声がけを心がけ、教職員間で適切に情報提供を行いながら、対応を進
めることができているものと考えられる。



○新型コロナウイルス感染症５類移行に伴い様々な制限が緩和され、従前のような教育活動が展開
できるようになったことから、次年度以降も少人数の利点を活かした教育活動の充実を図ってい
きたい。

② 生徒

【１９】粘り強い学習指導

○外部アンケートの生徒で、前年度と比べて０．９ポイント増加した。学年別で見てみると１学年
の肯定評価は９７％と高く、２学年は７４．０％、３学年は８８．９％であった。学年が進むに
つれて学習内容の難度が高くなるとともに、生徒一人ひとりの習熟度によりニーズも多様になる
ことが影響したものと考えられるが、３学年については１学級の在籍人数が少ないことから、個
に応じた学習支援がしやすく、肯定的評価が２学年を上回ったものと考えられる。

○各教科においては、学習内容の理解度やつまずきを細やかに確認するよう取り組んでいる。また、
複数の教員によるチームティーチング（ＴＴ）が可能な科目においては、より効果的な学習指導
ができるよう担当者間で情報共有と細やかな打合せを実施するとともに、単元テストや振り返り
シート（自己評価）等を有効に活用しながら、積極的かつ粘り強い指導に当たっている。さらに
成績不審者については再指導の機会を確保するなどして、学習の遅れが生じないよう、寄り添い
ながら分かるまで指導している。

【２０】校訓の認知度

○外部アンケートの生徒で、前年度と比べて１６．６ポイント増加した。
○校訓については、入学時や年度始め等の節目に確認する程度であるが、教育目標やスクールポリ
シー等の実現に向けた様々な取組が、生徒にとって校訓の具現化に向けた活動として認知されて
いるものと考えられる。校訓には、生徒にとって、教育活動の中核として愛校心を高め、生徒同
士や教職員との結び付きを強めることになる働きがあることから、学校づくりに関わる人々との
価値観を共有する拠り所として今後も大切にしていきたい。

【２１】落ち着いた学習環境と雰囲気の醸成

○外部アンケートの生徒で、前年度と比べて１２．９ポイント減少した。
○学年別に見ると、１学年の肯定的評価が高い水準にある。学習環境としての教室や各授業におけ
る教材、教員の指導方法・授業形態等の各要素を総合的にとらえ、朝学習の内容や放課後学習の
状況等も考慮した結果と考えられる。また、各授業における授業規律の遵守、教員－生徒間・生
徒間の相互のやりとり等についても影響しているものと考えられる。

○落ち着いた学習環境をつくるためには、授業規律はもとより、教員と生徒の信頼に満ちた関係性
や学習集団における支持的風土の醸成が必要である。ホームルーム活動（ＬＨＲ）を効果的に活
用するとともに、個人面談等を通じて生徒の思いや願いを把握し、ホームルーム経営に生かして
いくことも必要であると考えられる。また、各授業における学習の状況等について、教科担当と
担任・学年主任が適切に情報共有し、組織的に支援・指導に当たっていく必要もあると考えられ
る。

【２２】学校行事への積極的な取組

○外部アンケートの生徒で、前年度と比べて１．６ポイント減少した。
○前年度まではコロナ禍の影響により様々な制限のもとで学校行事等を運営してきたが、本年度は
新型コロナウイルス感染症５類移行に伴い、各分掌部等で従前の形態等を参考にしながら工夫・
改善に努めてきた。肯定的評価は高い水準にあるが、生徒の状況を見ると、各行事等への参加に
消極的な面も見られ、積極的に取り組んだり、挑戦しようとしたりする生徒が少ない傾向にある。
各活動について、事前に目的やねらいを十分に理解させたり、生徒一人ひとりに役割をもたせた
りするなどして、主体的に参加する姿勢・態度を育成していきたい。

○学年別に見ると、１学年では肯定的評価が高く、各行事の内容にとどまらず、企画・運営等の活
動に魅力を感じている様子も見られた。学年レクリエーションを数回実施したことも、意識の高
揚につながっているものと考えられる。２学年では肯定的評価が低い傾向にあり、生徒会執行部
の生徒は積極的に取り組むものの、各行事で中心となって仲間を牽引するようなリーダーシップ
をもつ者は少ない。また、自己肯定感が低い生徒も多く、人前に立ったり、挑戦したりすること
などに対して苦手意識をもっていることも影響していると考えられる。３学年については、高校
生活最後の一年間というこもあり、各行事への取組は概ね良好であった。

○生徒数の減少に伴い、学校行事の運営に困難な面も見られるが、学校行事をはじめとする特別活
動は、人間関係形成や社会参画、自己実現において要となるものである。特に学校行事は、より
よい高校生活を送るために必要な集団での所属感・連帯感や、公共の精神や社会性・協力性を高
める重要な活動であることから、引き続き工夫・改善に取り組んでいきたい。



③ 保護者

【１９】生徒の取組や教員の指導など授業への関心

○外部アンケートの保護者で、前年度と比べて８．６ポイント増加した。
○例年ＰＴＡ総会時の授業参観（４月）やの授業公開週間（年２回：５・１０月）を実施している。
本年度の参観状況はＰＴＡ総会時で例年並み、５月の授業公開週間で１学年の保護者が数名来校
した。また、鹿商祭（一般公開）や学習成果発表会に足を運んでいただいた保護者も多く見られ
たことから、よい傾向にあると考えられる。

○保護者の教育活動に対する関心は高まっていることから、学校だより等による積極的な情報公開
に加えて、気軽に足を運んでいただけるような工夫を検討し、開かれた学校づくりを推進したい。

【２０】ＰＴＡ活動への興味・関心（保護者の参画意識）

○外部アンケートの保護者で、前年度と比べて７．２ポイント増加した。
○ＰＴＡ役員の方には、ＰＴＡ活動の活性化に向けて教育活動等に多くの御支援・御協力をいただ
いてきた。本年度は、鹿商祭で豚汁・紅白餅を生徒に提供し、生徒や来場者から好評を得ること
ができた。

○肯定的評価の状況から、ＰＴＡ活動への興味・関心は高まりつつあると考えられるが、各家庭の
状況により、学校に足を運びにくい現状も推察される。今後も保護者の教育活動への参画意識を
高め、生徒の健全育成のために教職員と保護者が連携し、各活動を展開できるよう工夫していき
たい。

【２１】親子間（家庭内）の学校生活に関する会話（親子関係）

○外部アンケートの保護者で、前年度と比べて２．６ポイント減少した。
○肯定的評価が高い水準にあることから、生徒を介して学校生活の状況や学校からの連絡事項等が、
保護者に十分に伝わっているものと考えられる。一方、家庭によっては、保護者の仕事等により、
親子で過ごす時間を十分に確保することが難しいことも推察されるので、引き続き気軽に学校に
連絡・相談できる関係づくりに努めていきたい。また、家庭教育や養育に関する不安や悩み等が
ある場合は、スクールカウンセラー（ＳＣ）やスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の助言を
得ながら必要な支援を行っていきたい。



Ⅲ 工夫・改善の方向性

領域 項目 方向性

①学ぶ意欲を引 生徒の自己評価や授業評価の結果を ○基礎学力の向上を図るための教
き出し、学力が 踏まえた不断の見直し、研究授業（互 材研究と指導方法（ＩＣＴの利
身に付けられる 見授業等）の実施やＩＣＴの利活用 活用等）の工夫（研究授業・互
授業の実践 も含めた指導方法の工夫等に積極的 見授業の開かれた授業の推進）

に取り組み、指導力の向上を図る。 ○授業評価や振り返りシート（生
徒の自己評価）等を活用したＰ
ＤＣＡサイクルに基づく不断の
授業改善

１学習指導 ○学習の見通しをもたせるための
②資格取得に向 学習を通して身に付けた知識・技能 「シラバス」の活用と観点別評
けた指導の充実 等を十分に活かせるよう課外講習の 価の実践

時間を確保し、個に応じた指導に取 ※ 教科担当者間における評価
り組む。 基準等の共通理解と実践

○少人数及びチームティーチング
の利点を十分に活かした個に応
じたきめ細かな学習指導（互い
に認め合い、学び合う支持的風

③わかる喜び、 チームティーチングを効果的に行い、 土の醸成）
できる自信を実 学習の理解度（習熟度）に応じた学 ○グループワーク（話合いや発表
感させる授業の 習指導を実践するとともに、放課後 活動）等の積極的導入によるコ
工夫・改善 学習等を通じて個別の学習支援に取 ミュニケーション能力の育成と

り組む。 「主体的・対話的で深い学び」
の実践

○生徒のニーズに合わせた学習空
間の調整（特別支援教育の視点
等）

①挨拶やマナー 教師が日頃からロールモデルとして ○生徒の小さな変化や問題の兆候
などの基本的生 積極的な挨拶等を実践するとともに、 を見逃さない丁寧な観察と適切
活習慣の確立 服装の着こなしや礼儀作法、ルール な支援・指導（情報共有と行動

やマナー等について説得力のある細 連携）
やかな指導を行う。また、必要に応 ※ 教育相談（ＳＣ・ＳＳＷ）
じて家庭と連携の上、個別の指導を の効果的活用（支える生徒指
講じ、粘り強く改善を促す。 導の実践）

○自分と他者を大切にする豊かな
２生徒指導 ②活発な生徒会 生徒会執行部や各種委員会について 心の醸成

活動や部活動 は、対外的な行事も含めて活動の場 ○問題行動等に対する説得力のあ
面をより多くもたせ、学校生活への る指導
主体的な参画を促す。部活動につい ○生徒会執行部や各種委員会によ
ては、年間を通じて安定した活動が る各種行事等の企画
できない状況にあるが、ボランティ ○少人数の利点を活かし、生徒一
アや地域貢献に係る活動への参加も 人ひとりが活躍できる学校行事
含め活躍の場を与える。 の運営の工夫

○学校行事等への主体的な参加と
③有意義な学校 新型コロナウイルス感染症に係る制 自己肯定感・有用感をもたせる
行事の工夫・運 限が緩和されたことから、従前の形 ための運営の工夫
営 態による行事運営に戻しつつ、生徒

がより積極的に参加できるよう小規
模校の利点を生かした工夫・改善に
取り組む。

①進路目標の明 「総合的な探究の時間」における各 ○「総合的な探究の時間」や特別
確化に向けた適 種セミナーやガイダンス、就業体験 活動を要とした体系的なキャリ
切な指導 実習等の進路探求に関する学習を充 ア教育の推進

３進路指導 実させ、よりよい在り方生き方を主 ○「進路の手引き」の効果的な活
体的に求める態度をはぐくむ。 用と進路指導室の利活用の促進

○高校生活３年間を見通した主体
②進路に関する 上記の活動に加えて「進路だより」 的な進路選択に向けた支援
情報の提供 の発行や進路指導室の効果的な活用、○個人面談・三者面談を通じた個

三者面談や保護者進路説明会を通じ 別のガイダンスとキャリアカウ
た情報発信・進路相談を充実させる。 ンセリングの実施



地域や伝統に根 商業科目や「総合的な探究の時間」 ○各教科における知識・技能等を
ざした特色ある 等で身に付けた知識・技術を生かし 教科横断的に活用できる能力の
学校づくりの推 た教科横断的学習を推進する。また、 育成
進 関係機関等と連携の上「鹿島台互市」 ○地域の関係機関や学校等と連携

や「駅からハイキング」等の各活動 した活動の推進（従前の取組の
４地域協働 に取り組むとともに、金融教育等の 継続、中学校への出前授業等）
教育 新たな試みも視野に入れた活動を展 ○商業科を中心とした教科横断的

開する。 な金融教育（学習）の推進
※ 金融教育研究校（令和５・
６年度）

○保護者や地域住民との交流の機
会（ボランティア等の社会貢献
活動の推進）

Ⅳ 学校関係者評価

１ 評価結果

領域 項目 自己評価の適切さ 改善策の適切さ

①学ぶ意欲を引き出し、学力が身に付けられ Ａ Ａ
る授業の実践

１学習指導 ②資格取得に向けた指導の充実 Ａ Ａ

③わかる喜び、できる自信を実感させる授業 Ａ Ａ
の工夫・改善

①挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立 Ａ Ｂ

２生徒指導 ②活発な生徒会活動や部活動 Ｂ Ｂ

③有意義な学校行事の工夫・運営 Ａ Ｂ

①進路目標の明確化に向けた適切な指導 Ａ Ａ
３進路指導

②進路に関する情報の提供 Ａ Ａ

４地域協働 地域や伝統に根ざした特色ある学校づくりの Ａ Ａ
教育 推進

２ 意見・助言等 ※ 第２回学校評議員会

○様々な特色ある活動に取り組んでいることがわかった。引き続き生徒諸君が「この学校に入学してよかっ
た」と思えるような学校運営に当たっていただきたい。

○鹿商祭のＰＴＡの豚汁提供は大変よかった。生徒も楽しんでいた。また、学校紹介ＰＲコーナーもあり、
来校者を迎え入れる温かな姿勢が見られた。

○オープンスクールの参加者数については残念であるが、学校に対する興味・関心や入学を希望する中学生
を大切にしてほしい。習熟度別学習やチームティーチングは魅力の一つとなる。

○生徒指導に係る重大事案が発生しておらず、校外におけるマナーも特に問題はない。厳しくも温かい指導
を継続していただきたい。

○各種進路行事やキャリア教育の取組は素晴らしいものと思う。提案や発表する場面を多くもたせることで
自信がつく。今後も社会人との交流の場を多くもたせてほしい。

○様々な家庭環境や問題を抱える生徒に引き続き寄り添った支援をお願いしたい。また、防災教育について
は自助の力を養っていただきたい。この点については、地域の防災士も活用してはどうか。

○「駅からハイキング」や「互市」での取組を見させていただいた。巨大モザイク壁画も素晴らしい取組で
ある。駅連絡通路の掲示については、今後も調整を図っていきたい。また、金融教育等の新たな試みにつ
いては、報道機関をうまく利用しＰＲに努めてほしい。鹿島台歴史研究会の助言を得ながら、地域学習の
取組も充実させてほしい。

○学習成果発表会を参観した。生徒諸君が様々なことを考え、取り組んできたことに感心した。発表の姿勢
も堂々としていた。１年生の発表にあった「廃校利用」については、実現の可能性が期待できる内容で興
味深かった。発表を聴く側の生徒の姿勢も大変よかったと思う。

○学校全体の取組として、点数ではなく生徒の行動や内面をよく観て評価していることが素晴らしい。また、
地域に根ざした取組を推進しており、大変よいことだと思う。様々な活動を通して、人間性を肯定的に評
価し、このことが社会に出てから活かされることだと考える。高校生活では、社会に出てからどう学び生
きていくのか、いわば豊かな感性を磨く場である。このことが強く生きる人間を育む上で大切である。基
礎学力の向上と合わせて引き続き取り組んでいただきたい。



自己評価

教職員 生徒 保護者 Ｒ５ Ｒ４ 増減 生徒 保護者 Ｒ５ Ｒ４ 増減 Ｒ５ Ｒ４ 増減

1 1 1 1 スクールミッションやスクールポリシーに基づいた教育課程を編成・実践している。 教育課程 教頭・主幹 100 86.2 13.8 16.5 6.9 83.5 63.0 20.5 93.1 61.9 31.2

2 2 2 2 学ぶ意欲を引き出し、学力を身に付けられるような授業をしている。 学習指導 教務 95.5 86.2 9.3 15.8 12.2 79.7 88.9 -9.2 83.3 87.3 -4.0

3 3 3 3 挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導を行っている。 生徒指導 生徒指導 90.9 86.2 4.7 9.9 -2.2 81.0 91.4 -10.4 93.1 94.4 -1.3

4 4 4 4 進路目標の明確化に向けた適切な指導を行っている。 進路指導 進路指導 97.7 89.6 8.1 14.2 7.4 83.5 93.8 -10.3 90.3 85.9 4.4

5 5 5 5
教員やカウンセラー、ソーシャルワーカーが必要な時に相談に応じてくれる体制がつくられ
ている。

教育相談 保健厚生 97.8 93.1 4.7 11.7 9.1 86.1 85.2 0.9 88.7 87.3 1.4

6 6 6 6 部活動は活発に行われている。 部活動 生徒指導 43.2 27.5 15.7 -18.8 -12.4 62.0 46.9 15.1 55.6 49.3 6.3

7 7 7 7 生徒会活動は活発に行われている。 生徒会活動 生徒指導 77.2 69.0 8.2 -2.5 -6.1 79.7 72.8 6.9 83.3 97.7 -14.4

8 8 8 8 有意義な学校行事が行われている。 学校行事 生徒指導等 95.5 86.2 9.3 18.3 1.1 77.2 69.1 8.1 94.4 76.1 18.3

9 9 9 9 地域や伝統に根ざした特色ある学校づくりが行われている。 特色ある学校づくり 教頭・主幹 95.4 82.8 12.6 15.7 2.3 79.7 82.8 -3.1 93.1 88.7 4.4

10 10 10 10 災害・非常時の避難方法や連絡方法等について適切に伝えている。 防災教育
保厚（防災主
任） 97.7 89.6 8.1 9.1 7.4 88.6 93.8 -5.2 90.3 87.4 2.9

11 11 11 11 学校便りなどによって、学校の情報を適切に伝えている。 開かれた学校づくり 教頭・主幹 97.7 96.6 1.1 18.0 3.3 79.7 93.8 -14.1 94.4 81.7 12.7

12 12 12 12 校舎やグラウンドなどの施設や設備は整備されている。 施設設備 事務部 81.8 72.4 9.4 12.2 4.0 69.6 74.1 -4.5 77.8 80.3 -2.5

13 13 13 13 いじめ問題に対する取組方針を周知し、いじめの早期発見に取り組んでいる。 いじめ問題 生徒指導 93.1 89.7 3.4 7.0 15.3 86.1 86.4 -0.3 77.8 64.2 13.6

14 14 14 14 生徒が充実した学校生活を送れるようにしている。 総合満足度 教頭・主幹 97.7 89.7 8.0 19.2 1.9 78.5 83.9 -5.4 95.8 85.9 9.9

15 15 15 資格取得に向けた指導が充実している。 学力向上 商業科等 84.0 79.3 4.7 -2.1 -10.4 86.1 93.8 -7.7 94.4 90.1 4.3

16 16 16 学習評価に関する規程（きまり）を生徒や保護者に周知している。 学習指導 教務 95.5 82.7 12.8 12.0 2.4 83.5 93.8 -10.3 93.1 88.7 4.4

17 17 17 進路に関する情報を適切に伝えている。 進路指導 進路指導 100 93.1 6.9 16.5 9.7 83.5 92.6 -9.1 90.3 87.3 3.0

18 18 18 生徒や保護者の意見や要望などを聞く機会を設けている。 学校への信頼 教頭・主幹 90.9 93.1 -2.2 6.1 3.4 84.8 87.6 -2.8 87.5 76.1 11.4

19 生徒が学習内容をしっかり理解できるよう授業づくりを工夫している。 授業改善 教務・各教科 95.5 79.3 16.2

20 生徒や保護者に学校やクラスの様子を適切に伝えている。 情報発信 各学年 90.9 75.9 15.0

21
日頃から、点鐘に応じた授業の始終や礼法等について指導するとともに、生徒の身近なロールモデル
として言動等に留意している。

目指す教師像 教頭・主幹 95.4 96.6 -1.2

22
教育目標の達成に向けて、学習指導や特別活動等の教育活動に積極的に取り組んでい
る。

校務運営・組織体制 教頭・主幹 95.5 89.6 5.9

19 教員は学習内容が分かるまで教えてくれる。 学習指導 教務・各教科 87.3 86.4 0.9

20 校訓を知っている。 愛校心 教頭・主幹 74.7 58.1 16.6

21 自分のクラスは、よい雰囲気で学習できる。 学習環境 各学年・教務 79.7 92.6 -12.9

22 自分の学校行事への取組は積極的である。 社会性・協調性
各学年・生徒指
導等 83.5 85.1 -1.6

19 生徒の取組や教員の指導など、授業の様子に関心がある。 教育への関心度 教頭・主幹 91.7 83.1 8.6

20 ＰＴＡ活動に関心がある。 教育活動への参画 総務 45.8 38.6 7.2

21 学校生活の様子を子どもと話題にする。 家庭環境・親子関係 各学年 91.7 94.3 -2.6

肯定的評価（１＋２）集計一覧
宮城県鹿島台商業高等学校

分析担当 乖離度（Ｒ５）質問項目 領域

質問No

県共通
No

自己評価（％） 外部アンケート（％）

生徒教職員 保護者外部アンケ

資料１



Ｒ５ 40.9% 59.1% 0.0% 0.0%

Ｒ４ 6.9% 79.3% 10.3% 0.0%

Ｒ５ 34.1% 61.4% 4.5% 0.0%

Ｒ４ 10.3% 75.9% 10.3% 0.0%

Ｒ５ 47.7% 43.2% 9.1% 0.0%

Ｒ４ 6.9% 79.3% 13.8% 0.0%

Ｒ５ 54.5% 43.2% 2.3% 0.0%

Ｒ４ 24.1% 65.5% 10.3% 0.0%

Ｒ５ 70.5% 27.3% 2.3% 0.0%

Ｒ４ 34.5% 58.6% 3.4% 0.0%

Ｒ５ 9.1% 34.1% 34.1% 22.7%

Ｒ４ 3.4% 24.1% 48.3% 20.7%

Ｒ５ 29.5% 47.7% 20.5% 2.3%

Ｒ４ 13.8% 55.2% 24.1% 3.4%

Ｒ５ 52.3% 43.2% 4.5% 0.0%

Ｒ４ 24.1% 62.1% 10.3% 0.0%

Ｒ５ 56.8% 38.6% 4.5% 0.0%

Ｒ４ 27.6% 55.2% 17.2% 0.0%

Ｒ５ 47.7% 50.0% 2.3% 0.0%

Ｒ４ 24.1% 65.5% 6.9% 0.0%

Ｒ５ 72.7% 25.0% 2.3% 0.0%

Ｒ４ 48.3% 48.3% 3.4% 0.0%

Ｒ５ 43.2% 38.6% 18.2% 0.0%

Ｒ４ 20.7% 51.7% 27.6% 0.0%

Ｒ５ 54.5% 38.6% 6.8% 0.0%

Ｒ４ 34.5% 55.2% 3.4% 0.0%

Ｒ５ 47.7% 50.0% 2.3% 0.0%

Ｒ４ 13.8% 75.9% 10.3% 0.0%

Ｒ５ 54.5% 29.5% 15.9% 0.0%

Ｒ４ 17.2% 62.1% 13.8% 0.0%

Ｒ５ 43.2% 52.3% 4.5% 0.0%

Ｒ４ 17.2% 65.5% 17.2% 0.0%

Ｒ５ 52.3% 47.7% 0.0% 0.0%

Ｒ４ 17.2% 75.9% 6.9% 0.0%

Ｒ５ 36.4% 54.5% 9.1% 0.0%

Ｒ４ 13.8% 79.3% 3.4% 0.0%

Ｒ５ 50.0% 45.5% 4.5% 0.0%

Ｒ４ 6.9% 72.4% 17.2% 0.0%

Ｒ５ 38.6% 52.3% 9.1% 0.0%

Ｒ４ 13.8% 62.1% 17.2% 0.0%

Ｒ５ 38.6% 56.8% 4.5% 0.0%

Ｒ４ 34.5% 62.1% 3.4% 0.0%

Ｒ５ 50.0% 45.5% 4.5% 0.0%

Ｒ４ 10.3% 79.3% 6.9% 0.0%

項　　　　　　　目 Ｒ５

１　カリキュラム・マネジメント 18.2%

２　学び直し（基礎力向上） 31.8%

３　ＩＣＴ利活用 22.7%

４　学びの個別最適化 13.6%

５　指導と評価の一体化（観点別評価） 38.6%

６　生徒指導体制 22.7%

７　キャリア教育・進路指導 18.2%

８　特別活動（学校行事・生徒会活動等） 13.6%

９　総合的な探究の時間・教科等横断的学習 25.0%

10　部活動 11.4%

11　地域協働教育 18.2%

12　シチズンシップ教育 2.3%

13　教育相談・特別支援教育 11.4%

14　危機管理・防災教育 2.3%

15　資格取得 13.6%

16　ＰＴＡ活動・保護者対応 4.5%

17　コンプライアンス 2.3%

18　働き方改革 15.9%

19　校務分掌の調整（再編） 9.1%

20　その他（24に具体の内容を記入） 2.3%

無回答 2.3%

※　回答数　４４名分（事務室職員・非常勤講師を含む）。Ｒ４のデータは「わからない」を除く。

教頭・主幹

自己評価【教職員】（４段階）集計一覧

進路指導

教頭・主幹

教務・各教科

各学年

教頭・主幹

事務部

生徒指導

教頭・主幹

商業科等

教務

22

14

17

18

19

20

21

13 13

14

15

16

10 10

11 11

12 12

7 7

8 8

9 9

4 4

5 5

6 6

1

2 2

3 3

学校への信
頼

授業改善

情報発信

目指す教師
像

質問項目 領域 分析担当

教頭・主幹

教務

生徒指導

進路指導

保健厚生

生徒指導

学ぶ意欲を引き出し、学力を身に付けられるような授業をしてい
る。

挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導を行っ
ている。

進路目標の明確化に向けた適切な指導を行っている。

教員やカウンセラー、ソーシャルワーカーが必要な時に相談に応じ
てくれる体制がつくられている。

部活動は活発に行われている。

生徒会活動は活発に行われている。

有意義な学校行事が行われている。

地域や伝統に根ざした特色ある学校づくりが行われている。

災害・非常時の避難方法や連絡方法等について適切に伝えてい
る。

生徒会活動

学校行事

４　そう思わ
ない

年度No

1
スクールミッションやスクールポリシーに基づいた教育課程を編
成・実践している。

日頃から、点鐘に応じた授業の始終や礼法等について指導するととも
に、生徒の身近なロールモデルとして言動等に留意している。

教育目標の達成に向けて、学習指導や特別活動等の教育活動に
積極的に取り組んでいる。

学習評価に関する規程（きまり）を生徒や保護者に周知している。

進路に関する情報を適切に伝えている。

生徒や保護者の意見や要望などを聞く機会を設けている。

生徒が学習内容をしっかり理解できるよう授業づくりを工夫してい
る。

生徒や保護者に学校やクラスの様子を適切に伝えている。

学校便りなどによって、学校の情報を適切に伝えている。

校舎やグラウンドなどの施設や設備は整備されている。

いじめ問題に対する取組方針を周知し、いじめの早期発見に取り
組んでいる。

生徒が充実した学校生活を送れるようにしている。

資格取得に向けた指導が充実している。

校務運営・
組織体制

いじめ問題

総合満足度

学力向上

学習指導

進路指導

教育課程

特色ある学
校づくり

防災教育

開かれた学
校づくり

施設設備

生徒指導

生徒指導等

教頭・主幹

保厚（防災主
任）

教頭・主幹

県共
通No

１　そう思う
２　大体そう

思う
３　あまりそ
う思わない

学習指導

生徒指導

進路指導

教育相談

部活動

23

No 自由記述の記載内容

次
年
度
に
向
け
た
重
点
課
題

・３観点を踏まえた定期考査問題の作成（配点）と適切な成績処理

・観点別評価の着実な取組（評価に関する基準・ツールの統一、打合
せと情報共有等）

・互見授業や授業に関する活発な意見交換

・全ての授業で生徒による発表活動に取り組んだり、生徒が自ら考
え、創意工夫したりする学習に取り組めるしかけづくり。育てたい生徒
像の確認と各教科における学習計画（探究活動や検定取得等含む）
の点検・見直し

資料２-①



Ｒ５ 26.6% 57.0% 7.6% 8.9%

Ｒ４ 17.3% 45.7% 19.8% 17.3%

Ｒ５ 29.1% 50.6% 11.4% 8.9%

Ｒ４ 28.4% 60.5% 7.4% 3.7%

Ｒ５ 32.9% 48.1% 12.7% 6.3%

Ｒ４ 34.6% 56.8% 7.4% 1.2%

Ｒ５ 24.1% 59.5% 6.3% 10.1%

Ｒ４ 43.2% 50.6% 4.9% 1.2%

Ｒ５ 35.4% 50.6% 6.3% 7.6%

Ｒ４ 30.9% 54.3% 12.3% 2.5%

Ｒ５ 25.3% 36.7% 16.5% 21.5%

Ｒ４ 12.3% 34.6% 27.2% 25.9%

Ｒ５ 29.1% 50.6% 12.7% 7.6%

Ｒ４ 18.5% 54.3% 19.8% 7.4%

Ｒ５ 29.1% 48.1% 16.5% 6.3%

Ｒ４ 25.9% 43.2% 22.2% 8.6%

Ｒ５ 27.8% 51.9% 11.4% 8.9%

Ｒ４ 23.5% 59.3% 13.6% 3.7%

Ｒ５ 36.7% 51.9% 5.1% 6.3%

Ｒ４ 39.5% 54.3% 2.5% 3.7%

Ｒ５ 26.6% 53.2% 12.7% 7.6%

Ｒ４ 39.5% 54.3% 2.5% 3.7%

Ｒ５ 24.1% 45.6% 15.2% 15.2%

Ｒ４ 21.0% 53.1% 19.8% 6.2%

Ｒ５ 38.0% 48.1% 7.6% 6.3%

Ｒ４ 29.6% 56.8% 9.9% 3.7%

Ｒ５ 35.4% 43.0% 10.1% 11.4%

Ｒ４ 29.6% 54.3% 6.2% 9.9%

Ｒ５ 44.3% 41.8% 7.6% 6.3%

Ｒ４ 44.4% 49.4% 4.9% 1.2%

Ｒ５ 34.2% 49.4% 11.4% 5.1%

Ｒ４ 33.3% 60.5% 4.9% 1.2%

Ｒ５ 29.1% 54.4% 8.9% 7.6%

Ｒ４ 37.0% 55.6% 6.2% 1.2%

Ｒ５ 46.8% 38.0% 8.9% 6.3%

Ｒ４ 43.2% 44.4% 7.4% 4.9%

Ｒ５ 45.6% 41.8% 7.6% 5.1%

Ｒ４ 32.1% 54.3% 11.1% 2.5%

Ｒ５ 31.6% 43.0% 15.2% 10.1%

Ｒ４ 27.2% 30.9% 27.2% 14.8%

Ｒ５ 40.5% 39.2% 10.1% 10.1%

Ｒ４ 49.4% 43.2% 6.2% 1.2%

Ｒ５ 32.9% 50.6% 8.9% 7.6%

Ｒ４ 40.7% 44.4% 11.1% 3.7%

※　回答数（全校生徒）　７９名分

教務・各教科

教頭・主幹

各学年・教務

各学年・生徒指
導等

外部アンケート【生徒】（４段階）集計一覧

生徒指導

教頭・主幹

商業科等

教務

進路指導

教頭・主幹

生徒指導

生徒指導等

教頭・主幹

保厚（防災主
任）

教頭・主幹

事務部

教頭・主幹

教務

生徒指導

進路指導

保健厚生

生徒指導

22

16

17

18

No

15

10 10

11 11

12 12

7 7

8 8

9 9

4 4

5

6 6

1

2

13

学校は、地域や伝統に根ざした特色ある学校づくりに取り組んでい
る。

特色ある学校づくり

災害・非常時の避難方法や連絡方法等が適切に伝えられている。 防災教育

13

校舎やグラウンドなどの施設や設備は整備されている。 施設設備

学校は、日頃からアンケート調査や面談などを通して、いじめの早
期発見に取り組んでいる。

いじめ問題

自分にとって、有意義な学校行事が行われている。 学校行事

2

3 3

部活動は活発に行われている。 部活動

生徒会活動は活発に行われている。 生徒会活動

学ぶ意欲を引き出し、学力を身に付けられるような授業が行われて
いる。

学習指導

挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導が行わ
れている。

生徒指導

進路目標の明確化に向けた適切な指導が行われている。 進路指導

私にとって、学校生活は充実している。 総合満足度

本校では、資格取得に向けた指導が充実している。 学力向上

14 14

19

20

21

先生は、学習内容が分かるまで教えてくれる。 学習指導

本校の校訓を知っている。 愛校心

私のクラスは、よい雰囲気で学習できる。 学習環境

進路に関する情報が適切に伝えられている。 進路指導

先生は、生徒の話をよく聞いてくれる。 学校への信頼

自
由
記
述
の
記
載
内
容

※　○：肯定的意見、△：要望等

＜１学年＞
△スマホ利用への要望（１）

＜２学年＞
△未習内容の考査問題への出題（２科目）（２）及び本件に係る対応の差（１）
△本アンケートの質問項目数について（１）

４　そう思わ
ない

スクールミッションやスクールポリシーに基づいた教育課程（3年間
の学習内容）が編成・実践されている。

教育課程

２　大体そう
思う

３　あまりそ
う思わない

県共通
No

年度

先生やカウンセラー、ソーシャルワーカーが必要な時に相談に応じ
てくれる体制ができている。

教育相談

１　そう思う質問項目 領域 分析担当

1

学習評価（学習成績）に関する規程（きまり）が適切に伝えられてい
る。

学習指導

学校便りやホームページなどによって、学校の情報が適切に伝えら
れている。

開かれた学校づくり

5

私は、学校行事（委員会活動含む）に積極的に取り組んでいる。 社会性・協調性

資料２-②



Ｒ５ 18.1% 75.0% 6.9% 0.0%

Ｒ４ 7.0% 54.9% 33.8% 4.2%

Ｒ５ 31.9% 51.4% 16.7% 0.0%

Ｒ４ 32.4% 54.9% 12.7% 0.0%

Ｒ５ 33.3% 59.7% 5.6% 1.4%

Ｒ４ 28.2% 66.2% 5.6% 0.0%

Ｒ５ 30.6% 59.7% 8.3% 1.4%

Ｒ４ 35.2% 50.7% 14.1% 0.0%

Ｒ５ 21.1% 67.6% 11.3% 0.0%

Ｒ４ 33.8% 53.5% 9.9% 2.8%

Ｒ５ 8.3% 47.2% 36.1% 8.3%

Ｒ４ 21.1% 28.2% 38.0% 12.7%

Ｒ５ 16.7% 66.7% 15.3% 1.4%

Ｒ４ 32.4% 56.3% 11.3% 0.0%

Ｒ５ 36.1% 58.3% 5.6% 0.0%

Ｒ４ 28.2% 47.9% 21.1% 2.8%

Ｒ５ 44.4% 48.6% 6.9% 0.0%

Ｒ４ 32.4% 56.3% 11.3% 0.0%

Ｒ５ 45.8% 44.4% 8.3% 1.4%

Ｒ４ 43.7% 43.7% 11.3% 1.4%

Ｒ５ 32.4% 62.0% 4.2% 1.4%

Ｒ４ 33.8% 47.9% 16.9% 1.4%

Ｒ５ 26.4% 51.4% 22.2% 0.0%

Ｒ４ 21.1% 59.2% 18.3% 1.4%

Ｒ５ 9.7% 68.1% 18.1% 4.2%

Ｒ４ 17.1% 47.1% 32.9% 2.9%

Ｒ５ 43.1% 52.8% 2.8% 1.4%

Ｒ４ 33.8% 52.1% 12.7% 1.4%

Ｒ５ 58.3% 36.1% 5.6% 0.0%

Ｒ４ 53.5% 36.6% 9.9% 0.0%

Ｒ５ 34.7% 58.3% 6.9% 0.0%

Ｒ４ 35.2% 53.5% 9.9% 1.4%

Ｒ５ 31.9% 58.3% 9.7% 0.0%

Ｒ４ 38.0% 49.3% 11.3% 1.4%

Ｒ５ 29.2% 58.3% 12.5% 0.0%

Ｒ４ 25.4% 50.7% 18.3% 5.6%

Ｒ５ 33.3% 58.3% 8.3% 0.0%

Ｒ４ 25.4% 57.7% 15.5% 1.4%

Ｒ５ 4.2% 41.7% 40.3% 13.9%

Ｒ４ 5.7% 32.9% 37.1% 24.3%

Ｒ５ 40.3% 51.4% 8.3% 0.0%

Ｒ４ 36.6% 57.7% 5.6% 0.0%

※　回答数　７１名分（兄弟姉妹在籍の場合は１回の回答）

外部アンケート【保護者】（４段階）集計一覧

本校は、スクールミッションやスクールポリシーに基づいた教育課
程を編成・実践している。

15

16

17

教務

生徒指導

進路指導

保健厚生

生徒指導

生徒指導

13 13

14 14

No 質問項目

10 10

11

教頭・主幹

商業科等

教務

進路指導

生徒指導等

教頭・主幹

保厚（防災主
任）

教頭・主幹

事務部

生徒指導

各学年

18

19

20

21

教頭・主幹

教頭・主幹

総務

11

12 12

7 7

8 8

9 9

4 4

5 5

6 6

お子さんと学校生活の様子を話題にする。
家庭環境・親
子関係

1 1

2 2

3 3

お子さんの学習の取組や教員の指導など、授業の様子に関心が
ある。

教育への関
心度

ＰＴＡ活動に関心がある。
教育活動へ
の参画

保護者に対して、進路に関する情報を適切に伝えている。 進路指導

生徒や保護者の意見・要望などを聞く機会を設けている。
学校への信

頼

お子さんの学校生活は充実している。 総合満足度

本校では、生徒に対して教員やカウンセラー、ソーシャルワーカー
が必要な時に相談に応じてくれる体制ができている。

教育相談

本校では、部活動が活発に行われている。 部活動

本校では、生徒会活動が活発に行われている。 生徒会活動

資格取得に向けた指導が充実している。 学力向上

保護者に対して、学習評価（学習成績）に関する規程（きまり）を周
知している。

学習指導

保護者に対して、学校便りやホームページなどによって、学校の情
報を適切に伝えている。

開かれた学校
づくり

校舎やグラウンドなどの施設や設備は整備されている。 施設設備

保護者に対して、いじめの問題に対する取組方針を周知し、いじめ
の早期発見に取り組んでいる。

いじめ問題

県共通
No

年度 １　そう思う

自
由
記
述
の
記
載
内
容

※　○：肯定的意見、△：要望等

△電車の臨時運休の際の学校待機について（１）
△鹿商祭の保護者用駐車場の確保について（１）
△帰宅時間が遅くなる場合の家庭連絡について（平時）（１）
△資格取得に向けた指導、申し込み手続きに係る対応（未納者への事前の家庭連絡）（１）
△廃部となった部活動の復活（１）
△少人数の利点を活かした行事等の運営、生徒と教職員の積極的な活動（１）
△選択肢「わからない」の設定（２）
○生徒への学習や生活指導等に対する謝意（４）

お子さんの学ぶ意欲を引き出し、学力を身に付けられるような授業
が行われている。

学習指導

本校では、生徒に対して挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確
立に関する指導を行っている。

生徒指導

お子さんの進路目標の明確化に向けた適切な指導が行われてい
る。

進路指導

２　大体そう
思う

３　あまりそ
う思わない

４　そう思わ
ない

教育課程

領域 分析担当

教頭・主幹

お子さんにとって有意義な学校行事が行われている。 学校行事

本校は、地域や伝統などに根ざした特色ある学校づくりに取り組ん
でいる。

特色ある学校
づくり

保護者に対して、災害・非常時の避難方法や連絡方法等を伝えて
いる。

防災教育

資料２-③



スクール

ミッション

等に基づ

く教育課

程の編

成・実践

【県1】

学ぶ意欲

を引き出

し、学力を

身に付け

られる授

業 【県2】

基本的生

活習慣の

確立に関

する指導

【県3】

進路目標

の明確化

に向けた

指導 【県

4】

教育相談

体制の整

備 【県5】

活発な部

活動 【県

6】

活発な生

徒会活動

【県7】

有意義な

学校行事

【県8】

地域や伝

統に根ざ

した特色

ある学校

づくり

【県9】

災害・非

常時の避

難方法や

連絡方法

等の周知

【県10】

学校便り

などによ

る学校の

情報伝達

【県11】

施設・設

備の整備

【県12】

いじめ問

題への取

組（方針

の周知・

早期発見

等） 【県

13】

充実した

学校生活

（総合満

足度）

【県14】

資格取得

に向けた

指導

学習評価

に関する

規程（きま

り）の周知

進路情報

の伝達

生徒・保

護者の意

見などを

聞く機会

学習の理

解度を高

める授業

づくりの工

夫 ※

独自

生徒・保

護者に対

する学校

やクラス

の様子の

連絡 ※

独自

目指す教

師像の実

現（ロール

モデルとし

ての行動

実践等）

※ 独自

教育目標

の達成に

向けた職

務の遂行

※ 独自

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

Ｒ５ 100 95.5 90.9 97.7 97.8 43.2 77.2 95.5 95.4 97.7 97.7 81.8 93.1 97.7 84.0 95.5 100 90.9 95.5 90.9 95.4 95.5

Ｒ４ 86.2 86.2 86.2 89.6 93.1 27.5 69.0 86.2 82.8 89.6 96.6 72.4 89.7 89.7 79.3 82.7 93.1 93.1 79.3 75.9 96.6 89.6

0

25

50

75

100

％

自己評価【教職員】の回答状況
※ 肯定的評価（１＋２）の割合（％）・前年度比較

１ カリキュ

ラム・マネジ

メント

２ 学び直し

（基礎力向

上）

３ ＩＣＴ利活

用

４ 学びの

個別最適化

５ 指導と

評価の一体

化（観点別

評価）

６ 生徒指

導体制

７ キャリア

教育・進路

指導

８ 特別活

動（学校行

事・生徒会

活動等）

９ 総合的

な探究の時

間・教科等

横断的学習

10 部活動
11 地域協

働教育

12 シチズ

ンシップ教

育

13 教育相

談・特別支

援教育

14 危機管

理・防災教

育

15 資格取

得

16 ＰＴＡ活

動・保護者

対応

17 コンプラ

イアンス

18 働き方

改革

19 校務分

掌の調整

（再編）

Ｒ５ 18.2% 31.8% 22.7% 13.6% 38.6% 22.7% 18.2% 13.6% 25.0% 11.4% 18.2% 2.3% 11.4% 2.3% 13.6% 4.5% 2.3% 15.9% 9.1%

0%

10%

20%

30%

40%

％

＜参考＞ 自己評価【教職員】 次年度に向けた重点課題 ※ 複数選択
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スクール

ミッション等

に基づく教

育課程の

編成・実践

【県1】

学ぶ意欲を

引き出し、

学力を身に

付けられる

授業 【県

2】

基本的生

活習慣の

確立に関す

る指導

【県3】

進路目標

の明確化

に向けた指

導 【県4】

教育相談

体制の整

備 【県5】

活発な部活

動 【県6】

活発な生徒

会活動

【県7】

有意義な学

校行事

【県8】

地域や伝

統に根ざし

た特色ある

学校づくり

【県9】

災害・非常

時の避難

方法や連

絡方法等

の周知

【県10】

学校便りな

どによる学

校の情報

伝達 【県

11】

施設・設備

の整備

【県12】

いじめ問題

への取組

（方針の周

知・早期発

見等） 【県

13】

充実した学

校生活（総

合満足度）

【県14】

資格取得

に向けた指

導

学習評価

に関する規

程（きまり）

の周知

進路情報

の伝達

生徒・保護

者の意見な

どを聞く機

会

個に応じた

粘り強い学

習指導

※ 独自

校訓の理

解（愛校

心） ※

独自

在籍クラス

の学習の

雰囲気（学

習環境）

※ 独自

学校行事

への積極

的な取組

※ 独自

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

Ｒ５ 83.5 79.7 81.0 83.5 86.1 62.0 79.7 77.2 79.7 88.6 79.7 69.6 86.1 78.5 86.1 83.5 83.5 84.8 87.3 74.7 79.7 83.5

Ｒ４ 63.0 88.9 91.4 93.8 85.2 46.9 72.8 69.1 82.8 93.8 93.8 74.1 86.4 83.9 93.8 93.8 92.6 87.6 86.4 58.1 92.6 85.1

0

25

50

75

100

％

外部アンケート【生徒】の回答状況
※ 肯定的評価（１＋２）の割合（％）・前年度比較

スクールミッ

ション等に

基づく教育

課程の編

成・実践

【県1】

学ぶ意欲を

引き出し、

学力を身に

付けられる

授業 【県

2】

基本的生活

習慣の確立

に関する指

導 【県3】

進路目標の

明確化に向

けた指導

【県4】

教育相談体

制の整備

【県5】

活発な部活

動 【県6】

活発な生徒

会活動

【県7】

有意義な学

校行事

【県8】

地域や伝統

に根ざした

特色ある学

校づくり

【県9】

災害・非常

時の避難方

法や連絡方

法等の周知

【県10】

学校便りな

どによる学

校の情報伝

達 【県11】

施設・設備

の整備

【県12】

いじめ問題

への取組

（方針の周

知・早期発

見等） 【県

13】

充実した学

校生活（総

合満足度）

【県14】

資格取得に

向けた指導

学習評価に

関する規程

（きまり）の

周知

進路情報の

伝達

生徒・保護

者の意見な

どを聞く機

会

教育活動

（授業等）へ

の関心

※ 独自

ＰＴＡ活動へ

の関心（教

育活動への

参画意識）

※ 独自

学校に関す

る親子間の

対話（家庭

環境等）

※ 独自

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

Ｒ５ 93.1 83.3 93.1 90.3 88.7 55.6 83.3 94.4 93.1 90.3 94.4 77.8 77.8 95.8 94.4 93.1 90.3 87.5 91.7 45.8 91.7

Ｒ４ 61.9 87.3 94.4 85.9 87.3 49.3 97.7 76.1 88.7 87.4 81.7 80.3 64.2 85.9 90.1 88.7 87.3 76.1 83.1 38.6 94.3

0

25

50

75

100

％

外部アンケート【保護者】の回答状況
※ 肯定的評価（１＋２）の割合（％）・前年度比較
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